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豊かな人生（ヨハネ10:7-10）
人々は皆、より豊かな人生を求めています。何が本当に豊かな人生なのでしょうか。経済的に裕福になれば、豊かな人生と言えるのでしょうか。いや、お金がなくても心の豊かさがあれば、それで豊かな人生を送れますよ。心に余裕があれば、豊かな人生なのでしょうか。そんなに条件、状況があまり良くなくても、家族のきずなが強く結ばれて、家族団らんができれば、そこに人生に豊かさを見つけることができるのではないかという人もいます。何が豊かな人生なのでしょうか。そのように皆が、これこそが豊かな人生だと思い、それを求めているか、あるいは、そうだと慕っているときに、今日の聖書を見ますと、イエス様は、このようにおっしゃっているようです。それは実は、だまされていることなのだよ。もう少しやわらかく申し上げますと、もしかしたら、そう思っているのですが、実はだまされているかもしれませんよ。世の中には、いろいろな詐欺があります。最近のオレオレ詐欺などは、社会問題になっていますが、より手口が巧妙になり、どんなに対策を取っていても引っかかってしまいます。そうすると、大変な思いをして、これからは引っかからないようにと対策を立てて、より警戒心を強めたりします。他にもいろいろな詐欺があります。けれども、大変な思いをしたとしても、やられた後に気づくようになります。しかし、一生、自分がだまされていることを気づかずに、詐欺に引っかかっていることをまったく分からずに人生が終わってしまうこともあるわけです。もしそういうことであれば、なんと恐ろしいことであり、また悲しいことなのでしょうか。それが実は、何が本当に豊かな人生なのかについて、多くの人がだまされっぱなしなのです。そこに詐欺が働いて、しかも気づかないまま人生を歩き、そして、終わってしまうことであります。
イエス様は、今日、それらをこのようにおっしゃっています。盗人であり、また、強盗なのだと。盗人に遭って、強盗に遭っているのに、それに気づかずに、これでいいのだと思うのが、実は今世の中を生きている人々の特徴です。そこで、今日の聖書を中心に、イエス様のお言葉を中心に、何が本当に豊かな人生なのかについて、正しく理解していきたいと願います。

豊かな人生を理解するためには、まず、だまされてはいけないし、だまされている、詐欺に遭っているその人生から早く脱出しなければなりません。だまされているままの状態で、豊かな人生云々というのは言語道断です。例えば、刑務所の中に入っているのに、そこでフランスベットを使って、また、イタリア料理を毎日食べていると、それで豊かな人生と言えるものなのでしょうか。そういうことをまず考えて、本当の豊かな人生は何なのかについて、今まで私たちが当たり前に思っていたものを取り出して、そこに神様がおっしゃっていることを取り換えて埋めていただきたいと願います。実は、私たちは、私たちも知らないうちにだまされていました。それには、だますものがいるからです。そのだますものに対して、聖書は明確に語っています。ヨハネ8：44には、悪魔、サタンというものは、初めから人殺しであり、偽り者であり、偽りの父と言われるものだとあります。偽り者であり、偽りの父である悪魔というものが、実は、私たち人間をだましているわけです。しかも、その悪魔、サタンが、世の流れというものを作り出して、その世の流れ、世の風潮というものに皆流されるように洗脳させることによって、人々をだましているわけです。それには、誰も抵抗できません。むしろ、ウエルカム、ウエルカムをして、何の見当もせずに、それにはまっていくわけです。それが霊の世界での不思議というものなのです。だますもの、詐欺師、偽りの父、悪魔、サタンというものが、世の流れを作り出して、Ⅱコリント4：4には、悪魔のことを世の神と言っているわけです。そのような権限、そのような勢力をもって、詐欺を働いています。その世の風潮、世の流れというものは、結局、こういうことなのです。創造の唯一の神、霊であられる神様がいらっしゃるのですが、その神様を無視して、神様なくても人間がまじめに頑張れば、自分で努力すれば、誠実に最善を尽くせば、そこに豊かな人生はありますよというように、世の流れ、世の風潮を作り出しているのです。努力が、悪いと言うつもりはありません。しかし、神様なしで、人間自ら努力して頑張れば、そこによりよい人生、豊かな人生が待っていますという風潮です。あるいは、神様がいらっしゃらなくても、物が豊かにあれば、経済的に裕福になれば、そこに豊かな人生というものがあるのだよ。神様が、人々を豊かにするわけではありませんよ。お金が、物が、経済が、あなたがたを豊かにするのだよ。これらが、サタンが作りあげた世の風潮というものなのです。この努力と経済などをもって頑張ることによって、成功を収めることができる、神様がいらっしゃらなくても、神様を信じなくても、神様の恵みなどなくても、成功さえ治めることができれば、そこに本当に豊かな人生が待っているのだよと詐欺を働いています。しかし、人類は、これっぽっちも疑うことなく、これが本物、真理であるかのように信じ込んで、これに従って人生を走っているわけです。神様のほうからご覧になりますと、人生を費やしているわけです。しかもまったくそれが詐欺だと気づかずに。私たちもそのように人生を生きてきたのではないでしょうか。もしかしたら今もそのような詐欺を、詐欺だと気づかずに、ずっとその流れに従って祈っていらっしゃるかもしれません。早く目覚めなければいけません。

そして、この悪魔、サタンというものは、詐欺を働くために、このような風潮をより煽るために、宗教を作り出して、何かの形を作って拝むように偶像崇拝の方に誘導します。皆が世の流れにだまされているので、これらのものに引っ張られるようになるしかありません。より豊かな人生を求めて、物が豊かになるために、安全のために、成功のために、より強い力を持つために、偶像崇拝に走り、宗教にのめり込んで、宗教を求めるようになるしかありません。ときには、星占い、何占いなどの、いろいろな風潮を作り出して、その占いによってより豊かになる道はどこなのだろうということを問いかけたり、聞いて見たりというような風潮を、悪魔はこの人類の時代と国と民族と地域と関係なく作りだして、それを操って動かしているわけです。しかし、私たちは、それに気づかないので、それが正論だと思うので、今も先祖を祀り、何かの死んだたましいが戻ってきて、それが今の私たちをより安全に、より豊かな方向に持っていくのではないか、あるいは、悪くならないように慰めようじゃないかということを作り出すのです。朽ちることのない神の代わりに、朽ちて消えてなくなる人や獣や虫や動物の形を神だと拝むように、サタンは世の中を混乱させます。それが偽りであり、詐欺です。人々を殺して滅ぼすためのサタンの策略であり詐欺です。問題は、オレオレ詐欺は、やられた後、気づくようになりますが、この詐欺は気づかないのです。いつまで経ってもこれは正論だとずっと思いこんで、脳細胞に消えないように刻み込まれているのです。このように私たちは、だまされています。
その結果、頑張っても、ときには物が豊かになったり、成功の座に就くこともありますが、しかし、そのすべてを通して、結局、盗人、強盗に遭うようになります。それが目的なので。その結果、世の風潮にだまされて、だまされていることにも気づかないまま、一生懸命走ることによって、まことのいのちが得られる機会、つまり、救いの祝福の機会を全部盗まれるようになります。いのちが得られる機会を神様は与えていらっしゃるのに、より豊かな人生のために頑張ろうじゃないか、良い子になろうじゃないか、より物をいっぱい所有しようじゃないか、より高い地位に、よりすばらしい成功の座に行こうじゃないかというまぼろしにだまされていることによって、救いのいのちの祝福が得られる機会が全部盗まれます。それが盗人です。詐欺によって、人類は、人々は、いのちを盗まれます。

そして、自分も知らないうちに、自分はまじめに頑張るつもりで、豊かさを求めているつもりなのですが、その結果、サタンを崇拝する人生を歩くしかありません。直接、サタンに向かって、「私はサタンを崇拝しています」という人間ではなくても、結果的に、サタンを崇拝するしかないわけです。それが詐欺師の狙いです。豊かな人生はここにありますよ。まことの神様なしにここにありますよと、そこを目指して皆だまされて頑張ることによって、サタンを崇拝する結果につながるのです。詐欺師は、滅ぼすものです。盗人です。いのちの祝福を、救いの祝福の機会を、全部根こそぎ奪い取っていくわけです。そこには悪い話ばかりではなく、もっともな良さそうな話が入ります。いまイエス様が、このお話をしている相手の人々は、律法学者であり、パリサイ人です。まじめに頑張って、ルールを決めて、これをしっかり守らないとダメだと言う人々が、実は、盗人であり強盗だったのです。イエス様以前に来たすべての指導者は、そういうものだったのです。全部こういうことしか教えないから。頑張りなさいよ。まじめな人間になりなさいよ。良い子にならなきゃだよと教えます。良い子にならなきゃという負担を持つようになりますと、良い子になれないのにならなきゃ、良い子であるべきだとなります。でも、その良い子であることが壊れる場面にぶつかると、それがトラウマになって、人間嫌いになったり、自己防衛のために引きこもってしまったり、そのようになるしかありません。人間は、良い子になれません。最初から、あきらめなさい。全部詐欺です。でも、話がもっともな話なので、世の中で正論として通じる内容なので、だまされることに気づかないのが一番の問題です。これに気づいたというのは、神様の恵みです。結果的に、サタン崇拝者になるわけです。

その結果、人生そのものを破壊してしまいます。精神的にも肉体的にも家庭の面においても国と国との間も、今もミサイルが飛ぶ飛ばないとか、いろいろな話がありますが、結局、破壊してしまうのです。強盗なのです。何一つ良いことがありません。話はもっともな話、良さそうな話かもしれませんが、詐欺なのかそうではないのかをよく見分ける力を持っていいないといけません。聖書でなければ、イエス様でなければ、イエス様のお言葉でなければ、見分けることはできないでしょう。このように私たちも知らないうちに、しかも神様の恵みでなければ一生気づかないままだまされていて、最終的には、サタンの崇拝者として、サタンと一緒に地獄に落ちるしかないプロセスです。それが詐欺です。イエス様のことを見向きもせずに、何が正しいか、何が正しくないか、過去に私はこんなに無視されていた、これが良いでしょう、俺が悪いでしょう、そういうことばかりに捕らわれます。それでそれを改善すべきではないかとより頑張る人はいい人と評価される、それが世の中なのです。世の流れ、世の風潮なのです。それが詐欺です。もしかしてだまされているかもしれませんよとおっしゃっているイエス様の御声に耳を傾けていただきたいと思います。ですから、そういうことは、豊かな人生ではありません。詐欺です。

本当の豊かな人生は、まずいのちが得られるようにならなければいけません。いのちの祝福に預かることなく、豊かな人生は論ずることはできません。豊かな人生は、まず条件、状況、どれほど裕福なのかどうかという前に、いのちを持っていないといけません。人間は、動物ではありません。神のかたちに作られた霊的な存在なので、神様と出会い、神様と一緒になり、神の祝福を受けて、神を信じる信仰を持ってこそ豊かな人生になるわけです。それなくして、どんなに裕福になり、どんなに成功を収めたといっても、そこには豊かな人生はありません。詐欺なのです。まず、いのちなのです。神様と一緒にならないといけません。そして、残念ながら、神を離れて罪を犯した人間がだまされる人生、詐欺師にひっかかっていた人生から完全に抜け出して解放されること、それがいのちです。まず、そこからでないと、刑務所を出ないと話にならないでしょう。刑務所の中で、たばこが一箱あるか、一本しかないか、それはあまり変わりません。刑務所の中でも階級があります。掃除する人間、ご飯を支度する人間、ただ座っていてそれをもらって食べるだけの人間と、同じ罪囚なのに階級があります。でも、それが外の世界では何の意味もわりません。まず解放されない限りは、このさぎのじんせいから解放されて、それを別の言葉、イエス様のことばで申し上げますと、新しく生まれるということなのです。お父さん、お母さんを通して生まれた人間、皆が喜んで、かわいくて目に入れても痛くないと思って育てていたかもしれませんが、御怒りを受けるべき子らとして生まれたその人間なのです。それはもう死んで新しく生まれないといけません。神から生まれることしかありません。これが豊かな人生の始まりです。いのちです。そして、このいのちこそ、イエス・キリストを通してのみ、与えられるものなのです。だから、イエス様は、おっしゃっています。わたしが羊の門です。わたしを通し出入りしないと、その門でない違うところから出入りする者は盗人であり強盗なのだ。どんなにもっともな話、良さそうなお話をして立派に見えていても、羊の門、イエスを通らないものは、すべて盗人であり強盗なのです。これが豊かな人生を見極めるための鍵です。悪いか良いか、正しいかどうか、そのような次元の話ではありません。イエス様だけが羊の門です。最初から神様は、女の子が生まれると蛇の頭を踏み砕くと、イエス・キリスト、そこにしかいのちはありません。そこにしか人間が人間になる道はありませんと最初から約束されました。キリストしかありません。そのキリストこそ、まことの王様であり預言者であり祭司である方、つまり、神様と出会ういのちの道、このすべての偽りの人生、のろいの人生から解放されるまことの預言者、これをすべて裏で操っている悪魔の頭を踏み砕いて勝利なさるまことの王様、それこそがキリストです。だから、キリストだけがいのちの主です。そして、この約束が成就しました。イエスが、そのキリストです。十字架にかけられて、あがないの死を遂げて、3日目に死の力を打ち破ってよみがえられたイエス様こそが、このキリストです。そのイエス様がおっしゃっているわけです。まことに、まことに、あなたがたに告げます。神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる 者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばき に会うことがなく、死からいのちに移っているのです。イエス・キリストが羊の門なのです。いのちの門なのです。他にはありません。どんなに立派な理論があってもいのちの門ではないので、立派であればあるほど詐欺が強く働きます。優しければ優しいほど、情が深ければ深いほど、それ自体は悪くありませんが、それが本物のいのちの門を隠してしまう役割を果たしてしまうので、それは盗人になり、強盗になります。皆さんが、イエス・キリストの福音を知る以前に、皆さんの中に習得していた価値観や道徳、倫理、様々なものが、そういうものなのです。霊的事実が分かれば、先週も申し上げましたように、何が正気なのかが変わります。正しいか正しくないかにいのちをかけるのは正気ではありません。キリストが正気です。キリストを思い浮かべることができないようにさせるものは、全部正気ではありません。ここにこそ自由があり、豊かな人生があります。
今日の人生にも、私が来たのは、羊がいのちを得て、さらに豊かにするために来たとおっしゃいます。ヨハネ14：6、だから、わたしは、道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ誰一人として父に来ることはありませんよ。羊の門、いのちの門、豊かな人生の門は、イエス・キリストしかいらっしゃいません。ここを通ることなのです。それで、まずいのちが得られ、そして、いのちあるものに、つまり、イエス・キリストの中にあってまことに豊かな人生がそこに待っています。イエス・キリストの中にのみ、豊かな人生があります。そのイエス・キリストの外側に、どんなにダイヤモンドがあり、どんなに世界的に人気チャートで1位になったとしても豊かな人生はありません。誤解しないでください。豊かな人生はいのちにあり、いのちの中に完璧な豊かな人生があります。これから、聖書に基づいて申し上げますので、後々、皆さん、ゆっくり噛みしめていただきたいと思います。

だれでも、今どんな状況であろうが、身分がどうであろうが関係なく、イエス・キリストの中にいる人は、天にある霊的すべての祝福をいただいているものだし、詩篇23篇にあるように、死の影の谷を歩いていてもそれに負けないように、私には乏しいことがありませんという豊かな人生がそこにのみあります。どれほど豊かなのか。今まで誇りにしていて自慢していて、あるいは、豊かさの基準としていた学歴や家系の背景や健康や社会的地位やお金などのすべてがちりあくただと言えるほど豊かさが、イエスの中にはあります。イエス様の中にのみあるものなのです。パウロは、刑務所の中に入れられました。いつどうなるかまったくわかっていません。けれども、ピリピ4：13、私を強くしてくださる方にあって、できないことはないもない。刑務所も何の問題にならない。お腹がすいていることも満腹になっていることも人に認められても認められなくても一切かまわない幸せがあり、そのような豊かな力がイエス・キリストの中にあります。いのちあるものに、そのような豊かさがもうすでに与えられています。コロサイ2：2.3、キリスト、イエスの中に、すべての知恵と知識の宝が全部そこにあります。なぜこうなるのでしょうか。あなたがたは、聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。創造の神様、三位一体の神様が、不思議で、不思議で仕方がないけれども、私の、いのちあるものの内側に入って、ともに住まわれるようになりました。ひとつになったわけです。どこにこのような豊かな人生があるのでしょうか。ここで豊かさを味わい、ここで幸せを感じる人が、たとえ交通事故によって足が折れたとしても、まったく変わらず幸せなのです。これこそが豊かな人生です。
この聖霊様が、ともにおられるだけではなくて、地の果てにまで証人となることができるほど、聖霊充満と聖霊のみわざによって私たちを導かれるようになります。それは、あなたがたは、知らなくてもいいよと言われると、何ひとつ問題にならないように豊かな人生なのです。だから、私たちは、今まで何を食べるか、何を飲むか、何を着るかなどがテーマでしたが、それが一切テーマにならない、気にしなくてもいいほど豊かな人生になりました。イエス・キリストの中にのみです。結局、Ⅰペテロ2：9にあるように、イエス様と同じレベルのものとして言われます。王である祭司。キリストのわざが私たちをとおして現れるほど、豊かな人生なのです。そのことのために、ルカ10：19、他にもいろいろありますが、蛇とサソリを踏みつける権威、暗やみの悪魔、悪霊の力を縛り上げる権威を持つほど、豊かな人生になりました。何一つ怖いものがありません。ただ、イエス・キリストを信じている方々が、自分が本当にこれほど豊かな人生になり、まことの豊かさというものを自分が持っているということに気づかないのです。なぜなのでしょうか。いまだに脳細胞は、詐欺師にやられているわけです。詐欺がそのまま少し残っているわけです。豊かな人生は、イエス・キリストなのです。私は羊の門、いのちの門、豊かな人生の唯一の門なのです。だまされないように。このメッセージを握ってください。パウロが一番多く使っていたフレーズが、「in Jesus Christ」です。何が何でも、どんな場合でも、どんな時でも、皆さん、他のところにはありません。だから、何かを気にする以前に、一番真っ先に、キリスト、イエスの中にあって、いつもその中に入ってください。それしか門がないから。より豊かになりたいのでしょうか。より美しい人生になりたいのでしょうか。本当の成功の人生を歩きたいのでしょうか。in Jesus Christ。それを口にするようにしましょう。口癖ではありませんが、習慣にしないといけません。
今日、礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、キリスト、イエスの中にあって、どんなことがあっても一番先に、自分はいのちあるものなのだ。自分は神の子どもなのだ。自分はすべての問題が終わった幸いな者なのだという確信をまず唱えないといけません。そこに豊かな人生、そして、何ものも気にせずに、こだわらずに、引っかからずに、例えば、刑務所なのか外なのかなど関係なく、もうすでに与えられている誰も真似できないキリスト、イエスにある豊かな人生、その豊かさを思う存分、楽しみ、味わい、喜ぶクリスチャンであってほしいなと思います。ケチケチ何かをするのではなく、味わうことです。義人は、信仰によって生きるのです。だめだ、だめじゃないというのは、私たちのフレーズではありません。キリスト、イエス、いのち、だから、インマヌエルの祝福を味わうことに専念するだけです。それしか正解はありません。なぜなら私たちは、もうすでに豊かな祝福をいただいて、私たちだけが、実は、この人類の中で唯一、豊かな人生を歩いている民族なのです。そこにポイントがあります。ぜひ差別宣言を通して味わってください。つぶやかずに、思い煩わずに、人のせいや何かのにせずに、心配せずに味わってください。その結果、豊かに実を結ぶ人生の主人公になるように、つまり、証人として、ここにこそ豊かな人生がありますという証人として、人々に正しく答えを提供して、人々を生かす主人公になるようにしましょう。そして、生かされた人とともに力を合わせて、その現場に神の国が臨まれ、福音の光が照らされるように、その実を結ぶことができるように願います。それが世界中に目を向けることができるまで。皆さんには、それができるほどの豊かさというものが、すでに与えられています。自分自身の現状や、人間的な条件などを見て、詐欺師に慣れていた名残をもって「なんでこうなのだろうか。私は本当に貧しいのだね」などと思わずに、何が本当に豊かな人生なのか正しく見極めて、確信をもって豊かさを存分に味わい、いまも詐欺師にひっかかってだまされて、それに気づかずに地獄に向かっている多くのたましいに証人として立つことを祈っていただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。サタンが巧妙に世の風潮を造り出して、豊かな人生がここにあるよと嘘をつき、人類をだましていた中に私たちもいました。神の恵みによって、イエス・キリストだけが羊の門、いのちの門、そして、豊かな人生の唯一の門であることが分かって、迷わずにイエス・キリストの中にあっていのちの確信をもって豊かな人生を存分に味わい、証人として立つことができるように、ひとりひとりを祝福してください。これを邪魔する以前のもの、すべての不信仰が砕かれることを心からお祈りいたします。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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